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■ 学 会 便 り
第 9 回世界行動療法認知療法会議
（World Congress of Behavioural and Cognitive Therapies；WCBCT）
2019 年 7 月 17 日から 7 月 20 日の 4 日間に渡ってドイツのベルリンにて開催された WCBCT は，
およそ 80 カ国を超える 8000 人もの来場者があった（公式サイトより：www.wcbct2019.org）。60
以上のワークショップや，18 を超えるシンポジウム，930 ものポスターセッションなど豊富な内
容で，人気のあるものには入場規制がかかるほどの盛況ぶりであった。






を受けながら後悔していた。私が受けたワークショップは“Cognitive Therapy for Social Anxiety 



















交不安症とマインドフルネスの理解を深めてきた。今回の WCBCT でも Bögels 先生は，Opening 

















研究の最前線の雰囲気として印象深い招待講演がある。Acceptance and Commitment Therapy
創始者でもある Steven C. Hayes 先生の招待講演「The Scientific and Practical Implications of 
Process-based Cognitive Behavior Therapy」である。座長は、米国の臨床心理学博士課程在籍者
向けテキストとして編まれた Process-based CBT (2018) の Hayes 先生との共編者である Stefan 
Hofmann 先生が務めていた。特に印象的だったのは，両先生がはじめに壇上でハグをして共同を
象徴的に伝えるかのような様子，Hayes 先生の講演内容に対してときおり聴衆の一部から賛同の
声が上がる様子，それから DSM-5 に対する批判と米国の国立精神保健研究所が提唱する DSM の
ようなカテゴリカルな分類ではなくディメンジョナルな基準を主張する研究領域基準（Research 
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